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イギ 9~え革命年表(承前) (274) 

16495月呂田 ウ， 9アム・トンプスン大尉・『イングヲ y 1-"の旗・・・ j(Engl阻 仇

Standard Advanced: or， A Declaration from. • • Willi.am Tompson. and the 

opp町田dPeople of th凶 Nation. .・). r議官四棟例、

>> 5月9日 閤王とその家族の領地の販買に上ヲて，兵士に借金圭 Lは bう長期ノ

>> 5月10日 「パキンガムシャ州の善良なる人々。宣言」の費表ー

>> 5月10口 15日 クロム歩ェノレおよび 7~ノアアァック λ指揮下。聯陣，蜂起L

たレグェラズを担撃.

>> 5月11日 ソールズベ P附涯の蜂起した兵士の締官と兵士bによる「圭員一致

の宣言J (U皿 nlmo田 Decla凶 ion)の捺捧

>> .，月14日

>> 5月15日

圭 5月15日

議官，新しい「盟諸に闘する峰例」を採揮 「撃破 1

クロムウょル白騎兵，レダ品ラズ世主主撃L，蜂起 LたレグュヲズをJ

パーアォド自職時軍法官議 レグェラズの蜂起の指導者一一旗手 I、

ンアスン，伍長テャーナ布~ぴパーキン λの死刑

) 5 Jl17日 ウェリングパラ附近で，トンプスン大尉四聯陣.撃破されるー

> 5月19日 共和閣の公式宣言.

>> 5月26日 フェアアァックス.も Mーにおけるダィッカ":>:の開拓地を粛軍需

)> 5月末 ラシカ νャ同封げるレゲ品ヲ ，，:v武装峰起.

>> 5月29日 議官， rグレ ト・レグル排水法J(Act for the draining of the Great 

Level)を採揮ーーイースト・アン "'9アに宇宙ける排水事業。地域を決定Lた1

》夏 7 -1ヅガズ，サ 9-州り共同地U耕作を績吋る Lも四 l

>> 6月1日 ロシヤ政府，ア/"，、ンゲ刃スクをのぞき，すべて白ロシヤ都市かf，イ

ギ Dス人を温放する勅令を費すー

>> 6月9日 歩4ンスタン 9のパンアレツト ~7ヱァファックスとその軍事曾

議にたいする書簡] (A， Letter to the Lo吋 Faidaxand his Council of War). 

>> 6月18日 ヂョン・ 3ルパンのハンアレフト旧費表 『イ:.--?ランド人民の正

首に Lて基本的なる自由・・・~ (The Legal Fundamental Liberl】esof the 

r曲 pleof :sngland. Revised. Asserted， and Vindicated・・・)

>> 6 Jl23日.25日，および 7~31 日 同祭~寺院評議買骨四土地を割引で獲掃する

極利を有する人々の範閣をひろげる議舎四傑例

》日月末 園務官議，ロンドン市長にたい Lて， rパンアレット主J!OC買1.-，あるい

は著述する」ものを遁求ずるよう K とり命令を下ナー

) 7月 ウィンスタン Pの匿名パンフレフト 『ウォルトンのウ， 9アム・スター

とヂョン・テイラの痩忍な，非キ Dスト敬的な行震にワいての宣言・・・』

( 21 ) 



(273) 一一イギ 9ス草命年表(郁課)一一

(A Dec1aratiun of the bloudie叩 d lmchristian Acting of Wi1Ii:am Star and 

John Tayler of Walton・-・)

16497月 政府，ロシドシ市白金融業者かι岳額四借款をろ吋る

~ 7月6日 「下障に謝する請願」 地主側の迫害に閲するデ4ヅガズのうヮ

たえ

> 7月11日 ヂェラァ F・ウ有ンスタン 9町パンア ν ァト 『下院へ0 ラりたえ1

(An appeal io the Ho問。.fCommons. desiring， their Answer .・・・).

> 7月16日 「玉領地によヮて兵士にたいする借金を保聾する僚例」

> 7月17日 i叛逝に闘する傑例J(ユ649年 b且19日，議曾が採揮した)白完成と，

その法丈の霊童表.

> 7月18日-9月27日 9ルパシ，保懇で，牢獄か b一時稗放苫れる.

》夏 ダーピシャにおける茨坑去の運動，

> 8月-9月 諾州<7.>1圭民，租税と間接内園消費柏町布もいととをうヲたえるロ

> 8月2日 グプ 9ンに封鎖された議官軍の封鎖突破，およびヲトマインス村に

おける王難波勢力。粉砕

>> 8月10日 ヂョ γ，y ルパンのパンフレットの愛表 rオ刃ヴァ・クロムワ~，レ

とその婿へシ P ー・アイアトツにたい L て士諮を弾劾す~ • (An Impeachm田 t

of High Treason against 01町田 Cromwell岨 dhi5 Son in Law H担 ryIreton)， 

(J649年 7月17日にかかれた)

16岨ー1650 タロムサェル叩謝アイルヲンド職俊.

16498且13日 プ Dストルと他。港か b，タロムウェル寧自己アイルラントゃに祇遺

> 8月15日 クロムウェル軍，50'プ Dン附廷に上陸.

> 8月2全日 アイルラシド農民にたいするクロムウェル四宣言

> 8月26日 ウィンスダシ刃四パシアレツト， w恒シドy 市左軍陣忙たいする主

びかけ~ (A Wa~chword to the City of London and Anny .・・)

> 8月28日 アラ y スかちぶどう酒，羊毛，絹を輸入する乙 10;'禁止する議官D傑

~J 

> 8月後半 ダーピシャの茨坑夫，彼年甲駅態改善を要求する請顕在行う.

> 9月 園務官議， 1蜂起と暴動J(iusur:rections and tumults)にたいする鎮座手

段を強化

> 9月はヒめ レグェラズのパシフレツトの護表ー『担ンドシのわかもの k徒弟

のさけが・・・ j (An 0凶cryof the Y oungmen阻 dApp田 nticiesof London 

・・)， (J649年 8Jl29日にかかれた)

( 22 ) 



イギ Mス草命年表(郁謹)一一 (272) 

16499月8日ー11日 アイルランドのドロェグ要塞の包囲，攻撃，その佳民と守備陣

主虐殺 し起者に合流ぺ

> 9月 6日 オグス 7 ォドにおける兵士の蜂起はじ主る.市民主農民の一部.tlJ

) 9且10日

} 9月16日

} 9月27日

) 9月28日

} 9月末

蜂起鎮座のため，大軍主オクスフォドに訳遺びかけ、

チャールズ・ステュア トの，ロシヤ政府にたいする借款懇請のよJ

. ，レパシ，あらたにシ!-"!/培へ禁相される I宣言.、

レゲェラズの危険な叛冒Lにたいして，自己の政策聖書幸明ずる議官のJ

ウ スタシャで，旗手戸ンの指揮するレグェラズの巨大な武装蜂起お

こる(スタ プ 9 クジ古附近)

>> 10月 6日 ミルトンのパンフレツトー『聖像破援者~ (Eikonoklast師).

} 10月11日 クロムウェル軍，アイルランドのウ~クスフォド市を占領，住民を殺

害.

)10月20日 Dルメン白パンフレツト 『無賓の人々の第ーの提案Jl (The Inno 

出 ntMen's First Pro由主・・・)

>> 10月22日 ヂョン・ 9ルメシ Dパンフレフト w無賃の人々自第二の提案」

(The Innocent Men's Second Proffer・・・)

}lO且23日 ロンドンとその近郊の「信ずベき市民 1'"名におけるレゲユラズの請

顕一一-9ノレパンの訴訟の用意にたいする抗議

>10月24日 26日 ギルド・ホール陪おけるヂョン.yルパンの訴訟

> 10月27日 アイルランド農民を掠草する ζ 之を禁止するタロムク ι ル目新Lぃ

高実繭的な宣言

}ll月はじめ クロムウェ'"，デンカナン要塞の奪取Eととろ"-，央敗.

>11月8日 Dノレパン，ワォーザイン，フリンス，およUオーゲァトン b，牢獄から

理放されるー

>11月末-12月 アイルラシド人ウォータフォド港市を昼間にまも V，クロムウ

Jにル，やむなし包囲主解〈

> 12月 デ< ~ずス?のロパ ト・コスタのパンフレアト・『ささやかな金を投ビ

て共同の財賓とする~ (A Mite田 5tinto the Common Trea印 ry・・・)

) 12月8日 ヂ~ラァド・ウ 4 ンスタン 9 のかいた『大統師 k その軍事曾議にた

いする書簡』

>> 12月19日 イギ刀ス植民地宿泊 b輸入された煙草正喜多申書陀たいし，間接内困消費

殺を免ずる議官四僚例

) 12月21日 Dルバシ，ロンドンの市曾に選出される

(ぉ)



(271) 一一イギ Pス革命年表情E謬)

164912月26日 議官~ルバンが淘立波町共和聞に忠誠の誓約をすることを拒否L

たとと在理由に~ 1レパンの市曾への謹任を陵ょと

1660-1651 誇州におけるデ4 ツガズ白抜競 (ノーザンプトンシャ.ケント，パキ

ンガムシャ ."T"::-グシャ，グロスタ νャンチンドンシャ，ベドアォドシャ，

ランカシャ).

1650 ヂ s.ラァド・ワインスタン 9のパンアレフト:rr茂みのなかの火・. . Jl (Fire 

in the Bush ・・.) 

》 トマス・ホクプスり論文 『岡家論j (De Corpore pol耐印.or the EJements 

of Law moral and politic叫). 

》 マーチモント・=ーダムの論文 「イギリス共和園を請す"'1 (The Case of the 

Commor岬 ealthof England Stated・・・). 

》 長期議曾，東イ y ド官祉の濁占槌を回復.

) 1月 ヲ， 0/スダン."パンアレフト 「議官主宰障へ心新年四贈物J(A N.εw 

Years Gift fo.r the Padiament and Army .・・)

>> 1月 クロムウ ι ルの宣言・『アイルヲ y ドのあぎむかれた人民にたいして止

>> 1月111'1 下院. r商業委員曾」に，共和国に和げる商業を調整する恒久的合

識を置立するイ条例の準備を委任.

》春 :r'.j ";Jガf の新しい叛首L.

>> 3月12日 ウ~ ~ングパヌ布の貧民，共同荒地田耕作E 宣言.

>> 3月 ク冒ムクヱノレ， νィンスタ口元fウラン要塞を包囲 降服した守備閣に

たいする約束に反 Lた主-0:1--ぃ裁判

>> 3月 4月 モシトロズの目険(4 月 27 日，北部スコットランずの ;b-~ スダイ

ルで撃破される)

>> 4月間日 「アイルランド円プロテスダツト祇J，.ロムウェルの同盟僚的ー

>> 4月 5月 タロンメルの包圏 k攻撃計壷 (メ 4ンλダ州K*<けるグロムウ

~，レの重大な段戦〕

>> 5月 1日 チャ ルズ・ λ テュアートをスヨフトラン Vの盟約者との「プレダ

協約jの調印ー(へリゴヲンド保約によって確認される)

>> 5月21日 モシトロズ，ェデ4ンパラで鹿市lされる.

>> 5月26日

> 5月'x1日

>> 6月26日

>> 6月28日

クロムヲ ~ft-. アイルランドを呈去る.

イギ刃ス共和閤四大憧ア νャJ、，マド Pッドで，殺害され ξ

議官，スコットランドへの侵入を不可避 kずる図務官議の宣言を承ベ

クロムウェル， スコットランド骨量士を開設 L認

( 24 ) 



一一イギ 9ス草命年表(翻翠) (Z70) 

16507 Jl イギ刃ス，ポルトガノレ匝宣職 プレ 4タ円分遣陵，王黛況の7"11ンス・ル

パートの軍酔がか〈れていたりスポン浩監封鎖国 「侵入 1

> 7月22日 夕ロムウヰル茸Lトウ-1--)-"問にナナむ ヌヨットラシド領内同J

>> 8 )j 5日 共和園田商業の奨聞主調整に閲する僚例

} 9且g日 ダンパの骨鞍一一ークロムウ手ノレ，スコットヲンド人に大勝

>> 1O)j"日 バルバドス，アシテ 4グワ，グァージーア，布よびノマ ミュダ諸島と

の貿易を禁止する下院の僚個一一一これらの植民地がチャ ルズ・ステュアー

トを玉~宣示uとととにたいする容と Lて凶

}11月 プレ 4タ提督指揮下田イギリスの分遺臣家，ポルトガノレ商船を攻軍司

>11月 ネ デルランド諸州聯告の総督オレシヂ公!7-i 1}アムニ世の死

)11月末 Dルパンのハンフレツト Wyンカシシャのエトルム島におけるエプ

ワス・マナのノト作人の扶態J (The Case of Tenants of the M:mor of Epwo 

，th・・・)

) 12月 ノ フォク r拘ける王識眼目蜂起一

} 12月26日 スペイン，イギ万ス共和闘を承認ー

1651 ヂョシ・ミルト νの論文の遊表一一一『イギ Pス入チョン・ミルトンによるイ

ギ 9ス人民の指護J(Joannis Miltoni Angli pro populo AngJi.∞.no defen:;io・

)
 

--
》 トマス・ホップスの論文 『政治と軍士曾に闘する背皐的原理j (P凶 o5ophi白l

刊 diments印 nsem凹 g伊 vern四回.t and蜘 ciety)

》 議官，ニ品ー・フアウンドランド管理のための委員を任命

>> 1月 1日 スコットランドに和けるチャールズ・ステュアートの戴冠式

》春 イギ Dス白玉鍵訴をもふ〈む新スヲツトランド軍の形成ー

>> 3月 ランカ U γに'"ける王鑓訳の謀叛

}3)J ifァージz ア，園互にたいする忠誠&外国商人の櫨利擁護の決議を捺揮

(1650年 10月日目町長期議官の僚例にたいする容)

> 4月15日 トマス・ホップスニ ryウe ア 4アサン』の費表

>> 6月 カーダ-<"jJyシャ(ウユ 4ルズ)における王黛祇の謀叛ー

>> 7月17間 接王況の所有地買却の僚例.

) 7月後半 プ才一アァ州へ，クロムウエノレ主力，移動

) 8月2目 クロム歩兵ル寧，スヨァトランドのペノZ トを占領.

} 8月はじめ チャールズ・ステュアートを長とする λ ロットヲンドl![，イシグヲ

ンドに侵入

( 25 ) 



(269) イギ Dλ草青年表(部課〕一一

16518月14日 モンクグコ部隣，スター，ング(スコゾトランド)!;占領

) 8月後半 クロムウェルの部隊.スコットランド人をふせ「ため，スコットラン

ドか bイ :;.-"Yランドに蹄還 (8月22日 クロムウェ λ の部陣，ウスタに接近

8月24.Ef-.... 、リスン宇宙 ~!J'ラヌパァトの部瞳 k 骨涜. 8月27日ーアゲオンの

イグぜム陀接近1..-，チャールズ自ロンドンへの進路を耕断)

> 9月 アバデ4ンとイングアース自陣服.

> 9月日目 ウースダ甲骨職 チャーノレズ・ステュアート之スコヅトラン Y人四

軍除，事破される

>10月9日 航海法(Navig:ationAct). Ci商船隊(7)7.軒ιとイギ 9ス国民の航海を

奨働ずる保例J)

>10且'XT日 イギ Dス人 'Yマーク市(アイルヲンドのメ， '"スタ州)を奪取.

> 10月31目 議曾，太西洋彼岸田領土に，謹伍軍を祇遣する決議を掠揮議官，遺

伍のために冊と物資を契約する量植をもっ「船園委員曾」を設置

>11月228 へンリ・アイアトシの夢E

>> 12月 ネーデルラ y ド諸州聯合， 1651年10月 9日の航海保倒の強款に闘 L. 交

捗を行うために，イギ Mスにおける特命圭糖大使を任命

16521月7日 アイ"ランドに担ける議官委員，アイノレラ y F"の土地を兵士に分阻

するととによって，彼等にたいする借金主返済することを提議

>> 1月初日 ヂョン. !l}レパンをイギ刃スから遁放する長期議官の悔例 リルパ

ン，オフンタにttかうー

> 2且 ヂJι ラァド・ウ 4ンスタン.9 :!l'自由の法』白同版ー (TheLo.w of Freedom 

in a. Platforms or， true Magistracy Restored ・・・)

>> 2月 イギ Pスの部陵，オークョユー島在奪取，

>> 2月8日 「スヨヌトラント引の制度」に闘する議曾白保伊j スコットランドの

貴族と王室草汲の土地。浪牧ー

>> 2且25日 共和園の安全正利益のために占領されるべき大酉洋彼岸の領土に和

ける諸問題自決定に柑いて，凶務官識が全植を有するとの議官の悼例

>> 4月-.5月 イングランド Eネーデノレラン γ諸州聯合との係争問題の交渉

) 5月 スコットランド白最後の要塞の陥落

> 5月12日 議舎の委員曾，困の債権者に土地主分配することを提案.

>> 5月12口 イングラン「人，最後円ア f ノレランド賓客ゴルウ~イを主領.

>> 6月一16544月 第一次イギ刃ス・オラン F戟争ー

) 6月はじめ プレイク指揮下町イギ刀ス艦隊"， トロムプ指揮下のオランr艦

( 2日)



一一イギ 5ス革命年表t郁語)一一

除との最初。海域.

〈加8)

16526月19日 園務官議，ーユ ・イ'./?~ランドの植民地民ネーデルランド諾州聯

合とたたかうようによ11'.-ける宣言を畳ナー

>> 6月21日 ネ-yルランド諾州聯告の特命全構大使ノ£ウ，平和交渉を行うため

に， ロンドンに到芳

>> 8月12日 「アイルランドの制度に闘する帳例J (すべてのアイルヲンド人り

土地周有者から，その以前の土地を左りあげる)

> 8月13日 軍陣の勝校百請願一一若干の閤家政草の要求.

)11月22日 主有林の販賓E嘗める保例の調印.

1653-1654. 5月 λ~ ツトフンド高地におけるスヨフトランド高地人の蜂起

1653春 ケンプ Mジシャにおける農民蜂起ー

>> 4月19日 クロムウェル，軍障の将校お主び長期議舎の蒼干D議員~.ホワイト

-ホールで協議.

>> 4月四日 長期議曾，国務官議を解散

}5月 ノーフォクにおける農民蜂起.

> 6月6日 クロムウェル，忠誠を期待した 140人の人々にたい1.-.新議官の議員

と7まるよう，クロムタエノレ署名。土，招請

>> 6月14目 デョ y ・pノレパγ，イングランドにかえる.

>> 7月2日 ヨノートおよびグレア州へのアイルラ y ド人の移住に闘する，臨時

国務官議(クロムウエノレがつくった)の保例

>> 7月4日 ホワイト圃ホールで. I短期議官J. あるいは「ベアポーン」議合

(Barebc位 田 Parliament)，はじまる.

} 8月 ヂョンリルパンの訴訟一-9ルパンが，追放命令に反して，イングラン

ドに蹄還したことに闘しc. 8J320日Pノレパンの無罪碑放

) 9月26日 短期議曾 I賠償法」を護布一一一アイルランドK*'いて設股Lた士

地を，図の債植者，軍障のj博控と兵士に分配する順序を克めたもの.

:> 10月14日 アイノレラシド委員の宣言一一一アイルランド人目コノートおよびク l

> 12月四日 短期議官の解散 Lレアへの移性の要求ノ

>> 12月16日 クロムウェルの護民総督 (lord-proteclora.te) たるととを宜示ー龍民

官政治(protectorate)の憲法の採樫 「統治章典J(Instrument of，Government) 

》年末 パルストロド・ワイトロック，スウェ デ y大使に佳命

1654 ヂョシ・ミルトンの論文 「イギリス人民自第=円主宰明J (Jo.anis Mi1toni 

Angli pro populo Anglic.ano Defensio Secund・・・)
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(267) イギリス革命年表(税課)ー一一

16541月18日 ベレヤスヲーゲD集曾 CIIepeRcJ[sBCKaHP叫 a). ウグプイナのロ ν

ヤへの合併を決定

》春 =ネチカット，オランダの，、 トフォド要塞を華軍

> 3月 イギ刃ス ξ フランス王町通商棟約交静はじまる.

> 4月5日 イギ Pス kネ-7"レランド諸肝l聯合，平和僚的を締結.

> 4月11日 イギリスとスワヰーデンとり友好および通商帳約の締結

> 4月12日 イシグランドをスコットヲ Y F"左の合併に闘する韓民細雪令.

> 4月20日 イギ Pス政府，アメ 9カにおけるスペイン植民地の攻撃を決定

予 5月25日 排ホ地の施設を破壊するととにたい Lて，刑罰を菰佑する律令

》夏 i イギ Dス人アカデイーにおけるフランスの袈塞と領地を草取

〉夏 クロムウェル，自己の代理ウイ Pアム・プ 9ドE毛スクヲに訳遺.

> 6月28日 アイルランド公債の申込者にたいする土地課税自免除を許可する律

骨

) 7月10日 イギ Pス.'"ルトガ Jしとの平和悼的r調印(1656年 7月に批擢)

> 8月 1日 アイルランドの土地分配をめ「るあちそいを解決するために，アイ

ルラン Y公債の申込者のな泊ゆ> b.委員骨を組織ー 「を命令.、

) 8月17日 アイルフンド総督フ Dートクッドにたいし，アイルランド人の移f主j

) 8且18日 農民，闘務官議にたいし，彼等の要求Eいれるよう，請願

) 8月18日 酉インド主主任の準備に閲するクロムウ品ルの命令

) 8月21目 玉有林販貰に闘する議官の補足的保例.

) 8月30日 兵士にた旬、ずる借金しは ιいの保護主 Lて，以前に留保されていた

若干白森林地を販貰ずる保例.

) 9月2日 アイルランドに示談金制(compositi叩)を貴地する律令

1654"月3日 16551月22日 護民官車交拍目第一主議官.

16549月 58 イギ Pス主デンマ タの同盟僚拍調印ー

>> 10月 ベン提督酉インド遺症艦障の糖、司令官に任命される

>10月 フランス大使デ・4ルド flとイギ刀ス政府，スペインとの職事のための同

盟問題に闘する吏静をこ行ラ 「質施を宣言・ 1

>11月30日 アイルランド締督kその官議，アイルランドんの移住民闘する僚伊ll'

> 12月 'f'~ネプルズ，西イ y 1-"主主症の陸職障の出盟、司令官およびアメ Pヵ植民地

の政府町長官に任命される

) 12月18日および25日 イギ9スかち酉インド遠征軍在祇遺-

1655-1659 スウェーデシ・ポーヲンド戟宇

( 28 ) 



一一イギ.9;;え革命年表(翻寄)ー- (266) 

1655 I通商・航海委員骨」の組織.

》 特別「ジャマイヵ委員舎」の組織ー 「者位グーキン)、

> 1月 匿名ハンフレツト 『アイルランドへの移民正いう大問題の考慮~ (著)

>> 1月末 西イシド誼症の本陣，パルバドス島に到芳.

> 2月5目 クロムウ品ル目代理ウイ Pアム・7"9ド，モ九タヲに到楚

:> 3月 アイルランド人移住法の貨施に闘する，アイルラシドにおける「婚校の

請願」

>> 3月5日 ローレンス白パンアレツト 『アイルランド人の移住問題にたいす

るイギ Pス四関係』

>> 4月 イy グランドで，力 e9ックの温求を強化

> 4 JlIHl イギ Pスの商船障叉バz ヨノ1，(-"、イチ)に到着

> 4月17日 イギ刃ス人，ザン、・ドミンゴ市奪取をことろみる.

> 5月8日 イギ Dス人，且スパ=ヨル島を撤退，

> 5月17日 グェネプルズ，ジャマイブJを白餌

〉夏 スペインとチャールズ・ステュアート，同盟傑約に調印.

:> 8月 9日 イギ刃スとウェ， ，0ズを IIの軍政直に分割 L，少将(Major-Gene目1)

をその長官主する.

165510月25目-1659 イギ Dス・スペイン執事 「的を;締精、

165511Jl 3日 イギ Pスとフラシス，スペイ y にたいする共同職手のための同盟保J

>11月8日 イギ刃スとフランス，通商僚約を締結.

1656 Iスウ~ーヂン困王カール・グスタアとイギ P ス白藤民総督オ.!I !7~ '7・クロム

ウェル 10'"僚約」の締結. (1654年 4Jlll目白問即締約の確認).

> 
》

ヂユイムズ口、 yν トン・『オケアナ共和闘』の盛衰 (The Commonweal 、

「アメ Pカ委員官」の組職 Lth 01 0白血a)!

>> 5月 イギ 9~ とフランス，フランドル市にたいし，共同四軍事行動をは Eめる

16出69月17日 16582月4日 護民官政治む第二次議官

165610月 プラウン府軍指揮下の新しい噌援軍，ジャマイカに到着ー

>11月271'f I後見裁判所」の鹿止に闘する 1646年 Z月24日の律令在確認L補足

ずる僚例

>11月27日 小若年，えんどう，その他の食糧品を， 定。債格に謹しない揚告には，

輪出するこ 10;:禁止する僚例ー

1657 p ロムウ占ル，束インド骨祉の調占的地位を確認ー

> 1 }j24日 イギ 9ス・ポルトガル職宇田終了宣言の費表.
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(265) 一一イギリス草命年表(概書〉一一

16572月四目 グリストファ・パック提出田，クロムウェルが園圭の稽競をとる k

。案を， 議官で審議一一いわゆる 「歎願と助官J (Humble Petition 阻 d

Advi田). ["利〉

> 4月 プレ 4タ指揮下叩イギ."艦障，テネ Pフ島陀和いでスペイン酷障に闇V

> 4月9日 ロンドンにおける「第五王園」的人々 (mi1lenarian)rT.>護毘官政滑に

たいする蜂起(桶屋のトマス・ゲェナーの指導する)の長敗

) 4月10日 リチャ ド・プラドショー，モスクワへ四使節に佳命される

> 5月 9f1 イギリス去プランスの同盟僚約調印.

> 5月25日 「嘆願 k助言」の採揮←ー謹民官政治の新しい憲法

> 5月25目 9チャ ド・プラドショー.. グに到着ー

) 5月 斗，-'ヲ ド・ヒグスピのパシフレヅト 『殺しγ も罪にはなちない』

(K山 ngno Murder). エドワード・アレンのf国名で費表された)

> 6月 ヂシマーク・スウ品ーデン職事はじまる

> 6月9日 アイルランドに相げる新所有地をマナーに時佑ナる議官の峠例.

) s月19日 事賃上，森林用捜植を解消するととを保件とする，森林設牧民間する

傑例

> 6月2日日

「言J)，
護民官政治目新しい憲法にたいする補則自探措(["補足的請願と刷J

> 6月26日 排水事業の保護に闘する特別保例D軍基布

>> 6月26日 カト y'/クにたい Lて. rカト Pックの分離祇信者自問劾，摘獲，i問

罰に闘する法令j をII表
> 8月29日 ヂョン...!I)レパンの死 「黙を占領・}

>> 9月 フラ νヌ軍(チュ νyヌ指揮下〕恥イギ 9ス軍，フラ ν ドル沿岸0濁立採J

1658-1661 地方Kおける農民の暴動.

1658はじめ Dチヤード・プラ Fシヨ- (自己の使命をはたきず)，イギ刃スに蹄

還. (ロシ十へ申入園許可は， 1658年 2月18日に申つ正奥えιれ 17iJ::， そ四時

プラドショーは，すでに蹄還にヲいていた.) 

>> 2且 スウェーデン・デンマ ク間のロスチャイル γ講和

》日月28日 イギリスとプランス，同盟保約をもう一年延長する協定に調印

> 5月-7月 五制の陰謀K閥係したものの虚刑.

>> 6月4日 グンケルグ自決職

> 6月14日 Fンケノレクの降服 フランスとり傑約の傑件に主 V，ダンケルタ，イ

ギ 9ス由領有Fる左ころとなる

) 8月 ヂ y マーク・スウェーデン戦争の再開.

( 30 ) 



一一イギ 9ス革命年表(書調書〉一一 (264) 

1658秋 イギリ λ ・フランス聯合軍，グラゲェ Dンとイプヲを占領ー

> 9月 8日 ォ~.yァ・クロムウェル四死

>11月四日 護民官il&拍の新議官の選翠

1659 7 ヲンス，イギリス，およびネ デルヲントー諸州聯合，とれ b'"諾闘の商船が.

コズントをilJiって，航海する自由をえる傑約を帝尚古.

〉 ミノレトンのパンフレツトの費表 『市民樫左敢曾の問題についての小論』

(A Treatir;e of Civil Power in ec.cl田 instical白.u日目・・). r致脅から，や主

われものをのぞくためのもヲとも遡首な手段に闘する考慮~ (Considerations 

Touching the Likeliest Means to Remove回目lingout of the Church)， r共
和閣不辛口白原因に閥ずる，玄への手紙.n (A Letlじ[ to a F r.ienu CO!lC町 umg

the Ruptures of the Commonwealth .・・〕

> ノ、 Pントン四パン 7レットの費行 『政治断想.n (Politi阻 1Aphol出 u).

> 1月27日 4月22日 護民官政治の第三女議官

》春 ズシ卜汲遣の骨造障をイギりスで準備

>> 4且はじめ ロンドンに担ける特技。全軍集官.

> 5月はじめ Dチャ ド・クロムウェルの退職

> 5月 7同 長期議官四「残部J(Rump)白樺刀四回復.

> 7月 6日 月リントンの主持者，ハ Dントンのつ〈ヲた共和問憲法香賃施する

ょう，議曾へ請願を提出.

》秋 ノ、 Dントンの主持者. ~オケアナ共和問』の著者の思想を宣俸するため，

「ロ タ・クラプJ(Rota-c1uh)を創立

>> 10且13日 軍師の将校，長期議舎の「残部」を解散

>10月 「公安委員曾J，摺カを陀ぎる

>11且 7日 フフンス ξ スベインとのピレネー講和柿結

>> 12月間目 モンク持軍の部陳，ロン Vンに入~

1659末 1660はじめ ロンドシとその他田地方で，軍障に押ける民主的運動，披大

1660はじめ ヂョン・ミルトンのパンフ ν ット 『自由な共和国建設のすみやかに

して容易なるみち.n (The ready nnd曲 'Y、岨yto establish (l free: Common 

wealth.・・)

> 1月末 長期議舎の「残部J.あた bL-(復活される 「棄 1

} "月 22日 ジャマイヵで， λ ペイン人，降服調印ースベイン人，結局，己の島を放J

> 3月178 長期議官，主政復古のための基平的虎置をととのえた後，白磁的解世

) 4月4日 チャールズ・ステュアート，プレ〆宣言κ調印.
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(263) 一一イギ Pス革命年表(訴審)

16604月25日 新しい憲法制定。協議議官の官舎はじ宜る.

) 5月 1日 雨議院，チャーノレズ・ステュア-~が王であることを宜示

>> 5月3日 オリ グ保的の調印一一ースウ品ーデ>'，ポーラ y f.~，神聖ロ マ帝閥，

プランダンプルク公園のあいだの講和締結

)> 5月26a チャーノレズ二世，イングランドに蹄謹

>> 5月30日 チャールズ二世，議官白骨議にたいし， i大憲草J， i権利請願J，す

なわヲろ議官だけが枕金および他の議舎特植をきめる摺利をもっという法令を

確認.

> 6月 フランス.イギ D ス，拘よ v' オラングの調停によ~ ，コ〈ンノ、ーゲシ講和

(スウェーデンと戸ンマ タとの)肺結.

1660 王政復古議官の， [軍f宜保有制」在最終的に廃止する繰例一一1646年， 11月24

日の律令および1656年.11月27日の僚例在確認したもの.

> 、 リ ス シ 将軍，和主 v'園玉を裁判した「高争法院」のイ也の成員でイギり λ に

のとっていたものの死刑 「される L

)> 8月27日 ミルトン白書， w里線破裂者J，品工び『イギ Dス人民の鼎護』焼却J

1661-166Z 絹の輸出をき v'L ¥禁止する諸僚例

16616月21日 ロV ヤ困誌とスワ J巳ーダンとのカーヂ丸静和

》 イギリス，ボンベ， a:える (ポルトガノレ主士エカテリーナ・プヲヲfンサー

チャールズ二世の妻によづてお〈られたもの)

) 1月6日 トマス'!7~=ナーを長とする第五王園主義者，ロンドンで蜂起 セン

ト・パウロ守院を占捧

)> 1月9日 蜂起した第五王園主義者，その同志を牢獄か b躍放Lょうとところ

みる.蜂起，鎮座され，ほとんどすべての蜂起参加者撲濃される

>> 5 Ji-16791月 テヤールズニ一世田「騎士J(第ニ"")議官 (Caval山 Po.rliament)

》耽 ヂょ~ ， A ズ・ J、1):yトンの逮捕.

~662 事賃上，農業労働者。移動の権利をうばヲた法律の護布

》 チャ ルズ二世，[自治都市法J(Co中orationAct)を確認 すべて都市の卦

東たるものに園教の雄式を行ラ誓約を要求したもの

》 イギ Mス政府，グンケルク在フランスに賀却

〉 非国教徒にたいするきびしい僚例口登布.

J> i析]碕方式統一法J (Act of Unuol'mity) 四費布 聖職者にs イギ Pス図致

骨の基礎~，園主にたいする睦起の不法性Eみとめるととを要求ナるもの.

》 へン 9・!Y=-t::-'<D死刑ー
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一一イギ刀ス輩命年表(翻聾) (262) 

1662 ロシヤ大使，ピョートル・プログロアスキーおよびイワン・ジュ刃ヤプジュス

166( 

》

》

キー，イギ 9スに到着

「不法な集曾に閣ずる」僚例(非園教徒のiOI1稿集官についてv)の褒布一ーー「集

官鵡奔統一法J (Conventic1e Act). i不能の借款)，

チヤールf二世，アランス園王か;.5高ポンドの借金在える.(事賃上，回収J

イギ刀ス，オラングの植民地=丘一・アムステルダムを侵略.乙れ位，徒にイ

ギ 9ス人によワてユー・ヨーグ主改名された.

>> 2月 大使カーライル伯，モスクワ>C.

) 6月 モスクワに布ける交世の究員主(7月14日，刀ーヲイルからの博蓮).

1665-1667 第三女イギリス・オヲ YY職宇

1665 I五哩法jの護布 非園教徒の聖職者主教師に，王にたいする蜂起は不法

であるとする誓約走行うよう，あ ;1ヒに要求ずるものー (FiveMil田 Act)

》 イングランドのペスト.

1666 ロンドンの大丸

1667-1674 Iカパル」の政府 (CabalMinistry) 

1667 チャ ルズ二世とルイ a世との第一衣臨密協定

》 プレrにおけるイギ Pス・フランス平和僚的調印

》 ヂョン・ミルトン 『失業園~ (Parad日 工 品t).

>> 1月30日 ロシヤ園家Jヒポーランドとのアンドルソフ休戦の締結.

》夏 オランダ艦障 7--¥ムズ珂をおそう.

> 7月 イギ 9ス正オラシダの講和締結ー

〉 ロシヤ闘家における「新商法」 ロV ヤ商人にたいする課税に比L..外図

商人に眠とんどニ惜の闘稲を課するもの

1668 新設諾圏一一一イギ 9 ス，オラン5'.~主びスウ品 -;r-C/，~角同盟を締結

》 ボンベイ，東インド曾仕陀譲渡される.

1670 チャ ルズ二世にのとされた最後の王領地の賓却 「とを許可.;

》 政府，間内市場での任意の慣時で，イギ刀スかbタ十圏へ，穀物'"輸出するこJ

>> 5且26日 チャ←ルズ二世とルイ十四世との γウゲァ僚的

1671 ヂョン・ミルトン 『復柴園J(Paradise Regained). 

》 ヂョン・ミノレトン 『闘士ザムソンj(Sam回nAgonists) 

1672 I赦克宣言J (Decb四 .tionof Indulgence)一一非園教徒とカトリヅグ歌徒に

?をいL..刑法の適用を解除ナる権利を問主がもっととを宣言ずるもの.

>> !7イ Pアム・ベテイの書 『アイルランドの政治的解剖~ (Political Anatomy 
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(261) イギリス草命年表(翻謹)一一

011田 land).

1672春一一一1674 第三女イギ Pス・オラング噛手

16733月29日 議官の「審査法J(1'est Act)一一園家の職にワいていとすべてのも

叩 K，園教徒の櫨式をまも p，カト 9ックの敬義主放棄する己主を要求

>> 2)j 議官の官期において，国王にたいするはげしい反封おこる

1674-79 y"ピλ世府

16742月 イギ?スとオランダとの軍調講和.

1675-1682 rプル ・3正ン・グラプ」の活動 将来のホイツグの中心

16754月 rンピィ政府 r園王の植力目たいする無抵抗」の法律を質拙しようと

乙ころみる

1676 モスクワに和けるイギ Yス代表ヂョシ・ゲプドン，貿易の特穫をイギ Dス人に

回復する交世に央政

》 チャーノレズ二世左ルイ十回世， (英国王が，フヲン λ 国王の同意な(Lて，他

の図正保約をむずぶ搭利を放棄する ζ とにたいして)，イギ 9λ菌王に 10高

ポンドの補坊金を奥える協定E締結

16'π 議官，法律陀したがって行われた正しい借地契約によ bざるすべての土地闘

係を短期聞に解除する ζ 止を宣言

》 メァ 3ー(ヂエイムズ・ステュア トの嬢)，オランダ総督オレンヂ会ウイ P

アム三世と結婚

16788月 議官""，岡互にたい Lて，イギ Dスのタ卜交政策重量更を要求する手紙.カト

9ックの陰謀(Pup出 Pl叫).

>> 8月 タ4タス・オーッ， rカトリックの陰謀」を準備したかどで，告護される.

> 10月 カト.!l';/7にたいして決定的な鹿置をとる乙とを.，国王に提議する議官

のよびかけ，

1679はじめ チャ ルズニ世の第二次議官の解散

> 3月 6日ー7月 チャールズ二世田静三衣議官(第一次ホ 4ツグ議曾)

>> 5且はじめ イギ Mスの大司教シャープ，"コットランドで殺害され，長老祇

の盟約の支持者自蜂起はじまる.

> 5且15日 議官，いわゆる「王位排尿法案J (Exclusion Bi1l)を提出一一(ヂ

よ< <ムズを王位継承かιのぞく法案)ー

16795月27日 「人身保護法J(Habeas Corpus Act). 

>> 5月27日 チャールズ二世，議曾白骨骨主中絶

168010月一16811月18日 チャ ルズ二世田第四衣議曾.
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1680nJl15日 下院. I王位排斥法案」を探揮上院，つづいて，その法案在否認.

1681春 テヤールズニ世主ルイ十四位，ナヤールズニl止に 1300高ループル程度目牛

金を奥える協定E締結.

> 3 Jl 21 日 ~2日目 チャ ルズ二世の第五衣議官.

16自3 ホ 4 ツグ誌の「ライ・ノ、ウスの陰謀J(Rye House日ot).

>> すージ品ノシ・ 3ノY品目死刑

》 ヂョン・ロック，強制的に移住させ bれる

168ã~1688 ヂエ 4ムズ=世の拍世.

16'855月 11月20日 ヂユイムズ=位。第一抗議官

} 5月 6日 6月 アーチパ 9ヅド・アーガイル在長とするスコットランドのホ

イッグ黛の蜂起の乙とろみ，

>> 6且11日 7月6日 イνグランド商西部四毛ンマスの蜂起.

¥> 6月末 アーガイル四死刑U.

>11月9日 議官の第三宮期の曾合はじまる

)11且20日 ヂエイム大ご世，議官を解散

1686 ロシヤ大使.B・T・ポλ トーーコア，イギ 9λK.

>> 6且21日 エドワード，へ 4ルズの訴訟一一一閣王に克除樺を奥える動機 kなる.

16874月4日 ヂエ 4ムズ二世の「赦克宣言」

16885月4日 第二次「赦兎宣言J.
>> 5 Jl18日 カシタぺ刃大司教布よ V'6人の司教 I赦免宣言」の撤回を請願

>> 6月日0目 オレ γ ヂ岳ウィリアムにたいするよびかけー一ーホ-i:.'7グとト Dの

代表が署名 L.イギ刃スに武力干捗を行う主うに提案Lたもの.

>> O )j ~7 月

>11月5日

>>11月8日

>11月後宇

にフ<.

オレンデ公ウィリアム，イギ刀 λ 遠偲を準備['上陸・ 1

オレシヂ公ウイ Pアム左その軍陣，ターベイ(南西イシグランド)にJ

オレンヂ公ウィリアム，デゲ才 Y シャの首邑ェタぜタを占領.

ヂヱイムズ二世田軍障り司令官主将桂，オレシヂ公ウイ Pアムの側

>11且末 12Jlはじめ 地方諾fi.1に和けるヂエイムズ二世にたいする蜂起

>> 12Jlll日 ヂェ 4ムズ二世，ロンドンかb逃亡ー

>> 12月16日 ヂエ 4ムズ二世，ロンドンに蹄還

>> 12月18日 オレンヂ昼ウイ Pアム，ロンドンに入る.

>> 12月21日 上院議員，およびチャールズ二世田第三衣ホイタグ議官四代表者の

官合の召集 との曾骨にzる，オレシヂ公ウイ刃アムの講政佳命.
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168812月23日 ヂエ 4ムズニ世，イギ Pスから逃亡

1689 ロックり膏 rニワ町政治諭~ (Two TTeaties of Govemment)旧渡行ー

> 1且 憲法制定協議議曾

> 1月29日 議官，ヂエ 4ムズ三世の午少の後耀者四檀利をみとめると，'"拒否.

> 2月13日 「権利宣言J (Declaration of Right)の採揮

> 6月8目 「寛容法J (Tole叫ゐ.nAct)の軍基布.

>> 10月 「棺利宣言」かι，1権利章典」に (権利童典 An Act eecJaring the 

rights田ldLiberties of the Subject aud Setting the Succession of 'the Crown， 

通例は 13iIl of Rights) 

1694 イングラ y J."龍行の創立

言事者あとがき

この年表は， ソ同盟科墜院歴史島研究所から出版された， コスミンス

キー繍 ~17世紀白イギりス・プルジョア草命~ (AHrJLlIficltaa BypmyasH 

aa PeBO.l[1O司IlSlXVII B8Ka nO).( 118耳目耳目e量 8Ka，ll;ell'lHK.3， E・A・Eoc凹 RCK.

or(} tt. T..n;)の巻末に付されたもDの練露である 原著は，よ下2是正

800頁徐にわたる大作であり E ・A ・コスミ Yスキーほか7人の著者

によヲでかかれているーとの書物ほ，イギリス圏内の問題だけでなく，

イギリス革命の全ヨーロッパ的，世界史的意義を強調している.また，

イデオロギーの問題も重視され，さらに，イギリス草命の研究史的展望

もこころみられている.イギリス革命の年表としては，この年表ほrく

わしいものはない.それだけではなく，この年表は， 17世記のイギリス

におこヮた農民蜂起そ白他の民家運動.および園際関係，植民地関係を

めぐる重要事件を，もれなしおさめている鵠に特色があり，イギリス

草命研究者に)亡。てぜひ必要たものである.法令，著書，そ町他の固有名

詞の名構は，定謹白あるもDはそれにLたがい，そうでないものは使謹

Lておいた さらに，調者の便宜Dために，できるかぎに英語の原名

を付しておいた (1648年1月はじめの thevote of no addre5Sおよび

1679年5月幻自のHabeasCorup田 Act以外D英語は，すべて聾者がつけ

くわえた.)

¥ 
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